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筆を起こした時に、なんらのイメージも持たない場合もある。人前で言葉を紡ぎながら「物
語」を語ったというストーリーテラーの太宰であってみれば、語り手と同じ時間の経過を
生きながら、語る手法に「時間経過」のマジックが汎用されたと考えるのもうなづける。  
 すなわち論者の「伴走説」は、今までにない太宰の「語り」のメカニズムを論破して秀
逸な考え方だと評価できる。否、ひいては一人称語りの形式を取る「語り」文学に一矢報
いるかもしれない。 
 
